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申請者は文化政策やアートマネジメントを専門領域とする、芸術大学の専任教員・研究者である。文化芸術活動の振興を図る文化政策

とアートマネジメント（芸術経営）の連携・協力の在り方を研究している。研究の題材として、札幌の国際的な教育音楽祭パシフィック・ミュー

ジック・フェスティバル（PMF）を 20年以上、研究してきた。 

PMF は、世界から選抜した若い音楽家に毎夏、欧米の優れた音楽家が主にオーケストラにおける実演教育を行い、その教育の成果を

一般公演として公開し、併せて音楽文化の普及を図る音楽祭である。創設 30 年を経た今もアジアを代表する世界的な教育音楽祭と位置

付けられている。だが市民への浸透はなかなか進まず、今後の事業展開の方向性が検討されている。ＰＭＦからの委嘱により、その将来像

を描いた提言書『PMF 将来ビジョン 2020』（ＰＭＦ将来ビジョン検討委員会策定 2020 年 9 月）には、この音楽祭のミッション（使命）や従来

の実績の検証、持続的な開催に向けた組織上の課題などが記されているが、設立理念に関しては、初回 1990 年の開幕式における創設

者（後述）の言説が引用されているのみで、創設を支えたバーンスタインの教育理念に関する総合的な探究が殆どなされていない。豊かな

理念を理解するための、文献資料などに基づく実証的な研究が必要なのではなかろうか。 

PMFに限らず、音楽に関わる組織は、一般の企業、福祉や町づくりや国際交流などに携わるNPO、あるいはスポーツ組織等と同じく、経

営の根幹を担うる揺るぎない理念や哲学が必要であろう。これら問題意識を基に本研究は、PMFの原型とされる米マサチューセッツ州のタ

ングルウッド音楽祭を調査対象とし、音楽事業の継承・発展に不可欠な、事業上の経営理念の制定の重要性、継承に必要な時代や社会

に即した解釈と新たな理念の構築、理念を基に事業を企画・制作する経営現場での理念運用の重要性を考察する。研究成果を内外の音

楽組織の経営刷新に際しても利活用が可能であるような調査を重ね、理論と実践両面において説得力ある言説を提示したい。もって幅広

い音楽文化の振興に寄与することを目的とする。具体的には、研究により以下の問いを明らかにする。 

 

① 文化芸術組織の理念はいかに定められ、記録・記憶され、継承されるべきか。 

② 文化芸術組織の経営理念と、現実の事業との関係はどう形づくられるべきか。 

③ 組織を取り巻く社会が時代と共に変化する中で、文化芸術組織の新たな理念は、いかに定められるべきか。 

本研究成果は学会での口頭発表や論文執筆、書籍出版、新聞・雑誌への寄稿や講演活動、ＳＮＳを通じて国内の実演組織や文化芸術

NPO など市民に向け発信し、我が国における実演芸術の一層の振興によって社会の多くの人々がそれらを鑑賞、創造、参加を図れるよう

に世論を喚起したい。学術界の活動に留まることなく、日本の現実の音楽文化事業の一層の振興を目指す所存である。 
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研究内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究には二つの柱がある。音楽祭やオーケストラなどの音楽事業をはじめとする、様々な非営利組織の経営理念や経営哲学に関す

る文献や資料の研究が一つ。一方は、音楽事業現場の観察と関係者の聴き取り調査である。前者は 2024 年度全期間を通じ取り組んだ。

一方、後者は前項記載の米国マサチューセッツ州で行われるタングルウッド音楽祭における事業観察と関係者聴き取りを 2024年 7月中下

旬の 11日間、現地で行う計画であった。「研究目的」で述べたPMF創設者は、米国の著名な音楽家レナード・バーンスタイン（1918-1990）

である。世界的な指揮者でピアニスト、またブロードウェイ・ミュージカル等の作曲家として、音楽教育家としても知られた。彼が PMF の原型

と位置付けたのが、「タングルウッド音楽祭（以下 TMF）」である。1940年創設で、同州レノックスで 80年以上、毎夏開催されている。同国を

代表するボストン交響楽団が主催し、規模・内容とも米国を代表する音楽祭である、同楽団の公演と、世界から選抜された若手音楽家を指

導する教育事業の活動が特徴で、更に家族対象の公演、同時代音楽の新作紹介やポップス公演、近年は演劇・美術・文学・映画など他

ジャンルとの協働、聴衆参加型ワークショップなど様々な事業が開かれる、約40万人が訪れる巨大フェスティバルである。バーンスタインは

青年時代の 1940 年、初回 TMF で学び、生涯最後の指揮をここで執るなど、最晩年に至るまで一貫し教育活動に携わった。ＴＭＦで出会

った恩師の創設理念が、彼を介し 1990年の PMF創設に結実したことが 2020年、申請者の研究で明らかになった。これを受け、申請者は

2023 年 8 月、1 週間の予備調査を TMF で行った。開催地では、創設者でバーンスタインの師でロシア人音楽家セルゲイ・クーセヴィツキ

ー（1874-1951）の調査を行なった。関連の施設・設備が見られ、近くの教会には墓地もある。創設者の往年の言説に則った事業が残り、創

設者の理念が継承され、音楽祭の企画制作者からも彼の理念の尊重・敬意と継承への意思が感じられた。申請者はボストンの楽団公文

書室や、ワシントン DCの米国議会図書館で TMF 創設時の関係者の言説や書簡、記事や映像に関する資料収集を行ない資料を読み解

いてきた。2023年のTMF事業視察自体は十分でなく、TMF設立の理念と現在の事業との関係に関する研究につき問題意識を掘り下げら

れなかった。2024年、レノックスで改めてクーセヴィツキーに関わる言説に触れた。この年は、クーセヴィツキー生誕 150年・ボストン響指揮

者就任 100 年の節目だった。彼の創設理念に関連し、映画を伴う回顧イベント（7 月 22 日）をはじめ、記念イベントや記念公演（同 26 日）

など特別な記念事業があり、音楽家やＴＭＦ企画関係者、研究者の言説や議論に接する好機だった。創設者に関わる行事が大きく行わ

れるのは 1974年以来、半世紀ぶり。逝去した小澤征爾氏（元ボストン交響楽団音楽監督）はじめ、クーセヴィツキーの薫陶を直接受けた世

代の更に一世代後の関係者の肉声に触れられる最後の機会であり、創設の理念と継承・展開をぜひとも学び取りたいと切望した。ＴＭＦで

は、こうした「古典的」な創設理念の確認・継承と共に近年、新たな理念が正に打ち立てられようとしている。タングルウッド・ラーニング・イン

スティテュート（TLI）と呼ばれる新組織で、多様な事業が展開されていた。「全ての人に開かれ」「実験的で」「学祭的で」「聴衆の参加を促

し」「折衷主義的な」という５つの方針から導き出された、革新的な文化芸術事業群で音楽祭の会期中、連続して開催されていた。人種的・

性的多様性をテーマとして扱った舞台作品や現代音楽の紹介・発信、多様な芸術ジャンルを統合する公演、ワークショップ、レクチャー付

き公演などで現代社会の思潮と連動する事業群だった。これらも併せ観察し、新たな TMFの経営理念としての位置付けを考察した。 
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今回の研究で申請者が希望したのは、音楽事業に関わる組織がその持続可能性を担保する上で、一般の企業、福祉や町づくりや国際交

流などに携わる NPO、あるいはスポーツ組織等と同じく、経営の根幹を担うる揺るぎない理念や哲学をどう継承していくかに関し考察する

上で、米国を代表するフェスティバルの一つ、タングルウッド音楽祭（TMF）の取り組みを開催地で見、聴き、感じ取ることにあった。より具体

的には、①音楽事業の継承・発展に不可欠な、事業上の経営理念の制定の重要性、②継承に必要な時代や社会に即した解釈と新たな

理念の構築、③理念を基に事業を企画・制作する経営現場での理念運用の重要性を考察することにあった。調査を通じ、とりわけ②と③

に関し、創設者で音楽家セルゲイ・クーセヴィツキーの音楽理念を再現する公演や展示会、シンポジウムなどの事業を通じ多くの収穫を得

たほか、③に関しては、TMF の事業を企画する事実上のトップであるアンソニー・フォッグ氏の会見を通じ、この音楽事業をつかさどるボス

トン交響楽団の考えを得て、今後の研究の深化に繋げることにあった。 

研究結果 

 

 

 

 

 

 

 

上記②③について、申請者は満足のゆく成果を得ることができたと考えている。2024 年のＴＭＦは、前項で触れたセルゲイ・クーセヴィツキ

ーの生誕 150 年、ボストン交響楽団の音楽監督 100 年の節目にあたり、ＴＭＦ創設にあたっての、彼の理念をたどるシンポジウム「セルゲ

イ・クーセヴィツキーの遺産」に直接、参加できる機会を得られたことは研究上、至上の喜びであった。クーセヴィツキーに関する、前回の

記念シンポジウムの開催は 1974 年まで 50 年も遡る。この度の機会は、申請者にとって正に千載一遇の好機であった。申請者はこの調査

結果の一部を 2026 年 2 月 28 日、東京音楽大学中目黒キャンパスで開催される、日本音楽芸術マネジメント学会冬の研究大会で発表す

る。上記 2 つのシンポジウムの内容を比較し、TMF の創設理念が音楽祭の中で以下に位置づけられているかを考察することで、その重要

性の継承、それぞれの時代におけるその解釈や事業化の差異を明らかにする。発表結果は、広く音楽事業経営の中における、ミッション

の重要性を訴え、こんにちのオーケストラや音楽祭など各種音楽事業の充実・発展に資する論考として残す所存である。 

今後の課題 

 

 

 

 

 

 

 

ほ研究調査に際し、申請者は予め、以下点の問題意識を掲げていた。（１）文化芸術組織の理念はいかに定められ、記録・記憶され、継

承されるべきか。（２）文化芸術組織の経営理念と、現実の事業との関係はどう形づくられるべきか。（３）組織を取り巻く社会が時代と共に変

化する中で、文化芸術組織の新たな理念は、いかに定められるべきかである。2024 年の本研究調査を終えて後、成果を基に申請者は引

き続き、ＴＭＦで学んだ米国の音楽家故レナード・バーンスタインが札幌に創設した国際的な教育音楽祭パシフィック・ミュージック・フェス

ティバル（ＰＭＦ）の経営に関する研究を続けている。2025 年夏はＰＭＦの現地調査をおこない、この音楽祭が現代の国や地元札幌市の文

化政策の今日的な要請に応える新たな事業を展開していることを地元の新聞紙上において小論考の形で発表もした。しかし、そこでも申

請者の問題意識にあったのは、ＴＭＦの現地調査を経て考察した、創設のミッションの重要性であり、その継承の重要性を基礎とした論述

を展開した所存である。筆者は今後も口頭発表や論考、書籍出版などを通じ、音楽事業におけるミッションの重要性を社会的に主張して

いく所存だが、上記（１）（２）（３）の問題意識を深化させるべく、従来、不足気味だった理論研究を課題とし、取り組んでゆく所存である。 
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■2026年 2月 28日に開催される、日本音楽芸術マネジメント学会冬の研究大会における、谷本発表要旨 

 

音楽組織の持続可能性を担保する重要な要素の一つに、当該組織の創設理念の継承が挙げられる。オーケストラやオペラなどの実演組織、音楽祭などの運営に

携わる事業組織が活動を続ける中で、これら組織の使命（ミッション）を確認・更改する際、創設時の関係者の言説検証は、避けて通れないプロセスではなかろうか。

芸術音楽の領域において米国を代表する祝祭として知られるタングルウッド音楽祭（ＴＭＦ）は、現事業の基本的な形態を 1940 年に確立している。ロシア出身で、Ｔ

ＭＦを主催するボストン交響楽団の第 8代音楽監督指揮者セルゲイ・クーセヴィツキー（1874-1951）が、壮年期にロシアで抱いた音楽祭構想を移住先の米国で実現

したのだ。ＴＭＦでは、死後 70年を経ても今なお、彼の功績を讃える気風は失われていないように思われる。理念継承を促してきた要因として発表者は、この音楽祭

で過去二度、行なわれた記念行事における言説に注目したい。一つは 1974 年、クーセヴィツキー生誕 100 年を記念し、ＴＭＦ会期中に行われた「クーセヴィツキー

シンポジウム」。もう一つは昨 2024 年、同 150 年の節目に同じく会期中に開かれたシンポジウム「クーセヴィツキーの遺産」である。共に彼の功績を知る人々によっ

て、公開で行われた。そこでは、ロシア革命を逃れ、祖国から西欧に進出し頭角を現し、更に米国で活動したクーセヴィツキーの業績を讃えると共に、最初期のＴＭ

Ｆに彼が込めた理念を確かめる言説が重ねられた。前者が、生前の彼を直接知るアーティストや制作者による、開催当時のＴＭＦの検証の議論が軸だったのに対

し、後者は歴史研究者やジャーナリストによる、この先達の歴史的な評価が軸となった点に差異が感じられる。発表者は、前者については過去の文献資料、後者に

ついてはシンポジウムでの直接聴取や公式録音記録に基づき比較研究し、差異を明らかにし、ＴＭＦにおける理念継承の礎としての、両者の位置付けを明らかにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注：写真，データ，グラフ等 研究内容の補足説明にご使用下さい。）                                                         様式－１０ 
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■タングルウッド音楽祭の写真       

   半野外ステージ Shed の外観 

 

（注：写真，データ，グラフ等 研究内容の補足説明にご使用下さい。）                                                         様式－１０ 
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半野外ステージ Shed 内部で申請者 

（注：写真，データ，グラフ等 研究内容の補足説明にご使用下さい。）                                                         様式－１０ 
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タングルウッド音楽祭における、セルゲイ・クーセヴィツキー関連展示 

 

（注：写真，データ，グラフ等 研究内容の補足説明にご使用下さい。）                                                         様式－１０ 
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セルゲイ・クーセヴィツキーの像。タングルウッド音楽祭会場入り口付近
 

（注：写真，データ，グラフ等 研究内容の補足説明にご使用下さい。）                                                         様式－１０ 
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（注：写真，データ，グラフ等 研究内容の補足説明にご使用下さい。）  

                                       様式－１０ 

 

■ＴＭＦ企画担当アンソニー・フォッグ氏（右はバストン響楽員水野郁子氏） 
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（注：写真，データ，グラフ等 研究内容の補足説明にご使用下さい。）                                                         様式－１０ 


